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★最後に勝つのは…？

３月１８日、令和３年度の卒業式が行われ、卒業生１３２名が北中を飛び立ちました。昨年度と同

様に卒業生と保護者の方々、在校生代表と教職員のみの参列で、１・２年生は出席できませんでした

ので、式の中で校長式辞として３年生に話した内容の一部を紹介します。

２月に行われた北京オリンピック。日本選手団の代表を務めたスピードスケートの高木美帆選手

は、金メダルを含む４個のメダルに輝き、日本人で最も多くのメダルを獲得した選手となりました。

高木選手がスケートを始めたのは５歳の時。出場した大会では小学生の頃からダントツの１位ば

かり。中学生の頃には国際大会にも出場し、ジュニア・スケート選手権で中学新記録も作りました。

「天才」と呼ばれ、2010 年にカナダのバンクーバーで開催された冬季オリンピックに、日本スピー

ドスケート史上最年少の１５歳で初出場し、「スーパー中学生」として世間の注目を集めます。初め

てのオリンピックで入賞できなかった高木選手は、その悔しさを胸に「次のソチ大会では必ず結果を

残す。」と誓い、練習を重ねました。そして迎えたソチ・オリンピックの代表選考会。出場したすべ

ての種目でまさかの５位に終わり、代表入りを逃してしまいます。「悔しくて、悔しくて、何回泣い

たか数えきれなかった。」挫折を味わった高木選手は、「今までのやり方を変えたくないと思ってい

た。向き合わなければいけないことから逃げていた。」と自らを反省します。出場を逃したソチ・オ

リンピックをテレビで見ていた高木選手は、メダル無しに終わった日本チームを見て「きっと自分が

出場してもダメだった。このままじゃいけない。自分が変わるしかない。」と決意し、年間３００日

を超える強化練習を自身に課します。「４年間のすべてをスケートに捧げると覚悟を決めた。」徹底的

な筋力トレーニングによって体幹と下半身の筋力アップを行い、その結果、2018 年に韓国で開催さ

れたピョンチャン・オリンピックでは見事、金・銀・銅の３個のメダルを獲得しました。しかし、最

もこだわっていた個人種目での金メダルが取れなかった悔しさから、高木選手は再び、４年間の厳し

いトレーニングに身を置きます。

そして迎えた今年の北京オリンピック。念願だった個人種目で、オリンピック・レコードを更新し

ての金メダルを獲得しました。初出場から１２年間かけて掴んだ悲願の金メダル。高木選手はインタ

ビューで「今できること、今しかできないこと、今だからできることをしっかりと考え、私なりにこ

の道を進んできました。そして、最後に勝つのは、自分に負けない人。」と話しています。

困難に直面したり、苦境に立たされた時、その状況に不満を漏らしたり、それを理由に諦めたりす

るのは誰にでもできることです。しかし、そんなことをしても、決して前には進めません。辛く、厳

しい時であっても、自分自身と向き合い、できること、やるべきことにひたむきに取り組んでいく。

その姿勢は、オリンピックを目指すアスリートだけでなく、私たちにも共通する大切なことです。

この二年間、コロナ禍の中で、皆さんはそうやって頑張ってきました。そんな皆さんに、高木選手

の「最後に勝つのは、自分に負けない人」という言葉を贈ります。

校 長 津 村 慶



社会科探検部が優秀賞を受賞しました。

3 月 6 日（日）、第 18 回 全国中学校生徒地域研究発表会

～Fieldwork in Japan(FIJ’22)～ が開催され、社会科探

検部が優秀賞を受賞しました。

この研究発表会は、全国各地の中学生が「自分たちがく

らしている身近な地域の地理や歴史、生活・文化」につい

て調査・研究した成果をもって集まり、発表する会です。

北中社会科探検部は、３年連続で全国に向けて発表する機

会を獲得しました。新型コロナウィルス感染症拡大防止の

観点から、今年度はリモートでの研究発表となり、研究発

表会当日は、北中コンピューター室から配信しました。

研究テーマは「北中 60 年の歴史 ～校歌に込められた思

い～ 」です。北中の校歌には、「富士」「秩父」「武蔵野」と

いう３つの地名が登場します。これらが北中の校歌の中で

歌われてきた理由は何なのか、北中とこれらの地名には、

どんなつながりがあるのかという、社会科探検部らしい興

味深い切り口で、１つ１つ解き明かしていきました。

北中から「富士山」が見えていた 「秩父」から石灰石が運ばれていた 北中の周りに今も残る「武蔵野」の面影

社会科探検部は、昨年 10 月に行われた開校 60 周年記念行事でも発表しましたが、今回の

発表に向けてさらに研究を深めてきました。過去の文献や写真を調べたり、実際に学校周辺

の現地調査を行ったり、GIS（デジタル地図の活用）を駆使して北中周辺が 60 年間でどのよ

うに変化してきたのかを表現したりして、社会科探検部の１年間の研究の成果が凝縮された

内容の濃いものができあがりました。

校歌に出てくる地名から学校の歴史を調査する独自の視点と、校歌を歌い継いできた 60 年

間の卒業生の思いが強く伝わる愛校心が高く評価されて、社会科探検部は優秀賞を受賞しま

した。なお、社会科探検部の活躍を祝って、北中同窓会の高遙会から報奨金をいただきまし

た。社会科探検部は、早くも来年度に向

けて新しい研究に取り組んでいます。

次はどんな発表をしてくれるかお楽し

みに･･･。

全校生徒へのアンケート結果
社科探が発表した

スライドが見られます

コンピューター室から配信のようす



＜３月７日（月）生徒朝礼 表彰＞

〔中野区教育振興会〕 ボランティア活動表彰 野球部

〔東京都防災標語コンクール〕 北中野中学校代表 １年Ｄ組 Ｎ Ｃさん

〔中野区明るい選挙ポスターコンクール〕 推進協議会長賞 ２年Ｅ組 Ｍ Ｒさん
入選 ２年Ｃ組 Ｏ Ｋさん
佳作 ２年Ｄ組 Ｍ Ｒさん

〔北中野中サイエンス賞（夏休み理科自由研究）〕
北中サイエンス賞「植物と重力の関係」 ２年Ｄ組 Ｋ Ａさん
優秀賞「片栗粉の熱学」 ３年Ａ組 Ｈ Ｔさん
優秀賞「光合成・紅葉とクロロフィルについて」 ３年Ｂ組 Ｙ Ｋさん
優秀賞「電子レンジでつくる！ルビーとサファイア」３年Ｃ組 Ｔ Ｙさん
優秀賞「食用酒から消毒液をつくる」 ３年Ｃ組 Ｎ Ｎさん
優秀賞「紙おむつの研究」 ２年Ａ組 Ａ Ｔさん
優秀賞「氷を溶けにくくするためには」 ２年Ａ組 Ｋ Ｎさん
優秀賞「寒天培地で食品に含まれる細菌を増やす」 ２年Ｂ組 Ｋ Ｍさん
優秀賞「雑草を食す」 ２年Ｃ組 Ｍ Ｋさん
優秀賞「地上と地下」 １年Ａ組 Ｕ Ｙさん
優秀賞「アメンボの実験」 １年Ｃ組 Ｈ Ｋさん
優秀賞「涙にこめられた魔法の力」 １年Ｄ組 Ｓ Ｈさん

＜修学旅行 ３月１３日（日）～１５日（火）＞

９月から延期になっていた奈良・京都への修学旅行が、3月 13 日(日)～15 日(火)

に実施されました。３年生は、鹿とふれ合ったり、古都を散策したり、３日間を堪能

することができました。

＜卒業式 ３月１８日（金）＞

小雨の降る 3月 18日(金)、本校体

育館において卒業式が行われました。

感染症対策のため、

在校生や地域の方

が参列することはで

きませんでしたが、

132名の３年生が

立派に巣立っていき

ました。



＜４月行事予定＞ ＊新型コロナウイルス感染症対策のため、行事が変更となる場合があります。

日
曜
日 学校行事等 会議等

給
食 日

曜
日 学校行事等 会議等

給
食

1 金 春季休業日 16 土

2 土 17 日

3 日 18 月 全校朝礼　安全指導 専門委員会15:00 ○

4 月 19 火 中央委員会15:45（清掃なし） ○

5 火 春季休業日終 20 水 昼学活、清掃なし 中教研（教科）15:30 ○

6 水
着任式・始業式
学活・清掃・入学式準備　　　　　　    　　　　　　　　

× 21 木 ○

7 木
入学式
新入生ジャージ受け渡し

× 22 金 ○

8 金
⑤⑥カット　給食なし
①②対面式～全校集会　
③④教科書配布(全)

× 23 土

9 土 24 日

10 日 25 月 避難訓練 ○

11 月
⑥カット　学年集会①～③
クラス写真撮影②1年③2年④3年
1年～3年保健事務書類提出日　

給食始
職員会議15:00

○ 26 火 ○

12 火 ○ 27 水 職員会議15:00 ○

13 水 3年保護者会 ○ 28 木 ⑥離任式 ○

14 木 2年保護者会（2年⑥ｶｯﾄ） ○ 29 金 昭和の日

15 金
1年保護者会（1年⑥ｶｯﾄ）
中野区学力調査

○ 30 土

学
年
対
応
時
間
割

行事の延期や縮小など、様々な予定の変更がありましたが、どうにか

１年間の教育課程を無事に終えることができました。区内の他校と同様に、本校でも生徒やご家族

で新型コロナウイルス感染症になった方は決して少なくありません。そのような状況で、１クラス

の学級閉鎖２日のみで学校運営を進めることができたのは、各ご家庭における日頃からの健康管理

と、ちょっとした変化でも早めに登校を見合わせて様子を見ていただいた保護者の方の判断のおか

げです。これまでのご理解とご協力に心より感謝を申し上げます。生徒たちの様子をご覧いただく

機会がなかなか作れないところですが、発信方法や学校公開の仕方を工夫し、少しでも多く学校の

様子をお知らせしていけるように努めます。コロナウイルスに関する対応が刻一刻と変化している

中で、今後も社会の様子を注視しながら、生徒の健康・安全の確保と学校生活の継続を最優先にし

て進めてまいりますので、ご協力をよろしくお願いいたします。 校 長

保護者の皆様へ

＜中野区 学校情報配信システムが変わります －新システム登録のお願い－＞

中野区教育委員会では、子どもたちの安全にかかわる情報や学校の行事などの情報を、素早く正確に

保護者の方に伝達する学校情報配信システムとして、新たなシステム（SumaMachi）の導入を進めてお

り、これまでのシステム（緊急配信メール）は令和 4年 3月 31日をもって運用終了となります。

本日、新システム登録の案内を配布しました。保護者の皆様は、今月中に新システムへのご登録をお

願いいたします。なお、登録やシステムの操作で不明な点がある場合は、登録の案内に記載されている

サポートセンターまでお問い合わせください。


